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大
慧
宗
杲
と
大
悟
小
悟
の
二
句

野　
　

口　
　

善　
　

敬

は　

じ　

め　

に

南
宋
の
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
は
、
看
話
禅
の
大
成
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
彼
の
行
履
を
示
す
伝
説
と
し
て
、

「
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
計は

か

ら
ず
（
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
計
其
数
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
大
慧
は
、
生
涯
に

十
八
回
大
き
な
悟
り
を
開
き
、
小
さ
な
悟
り
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
か
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

禅
の
語
録
類
が
こ
の
二
句
の
言
葉
を
引
用
す
る
に
際
し
、
単
な
る
言
い
伝
え
と
し
て
「
相
伝
（
相
伝
う
）」「
世
伝
（
世
に
伝

う
）」
と
し
て
い
る
場
合
と
、
大
慧
の
口
か
ら
直
接
出
た
言
葉
だ
と
し
て
「
大
慧
道
（
大
慧
道い

わ

く
）」「
妙
喜
自
謂
（
妙
喜
（
＝
大
慧
）

自
ら
謂い

わ

く
）」
と
断
定
し
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
句
そ
の
も
の
は
、
大
慧
の
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
な
ど
の
現
存
す
る
自
撰
の
著
述
類
や
、
伝
記
資
料
類

に
は
見
え
ず
、
大
慧
自
身
の
言
葉
で
あ
る
証
拠
は
無
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
言
葉
は
、
大
慧
の
遷
化
後
、
元
代
か
ら
明
代
を
経
て
、
清
初
に
至
る
ま
で
、
大
慧
の
真
の
姿
を
伝
え
る
も

の
と
し
て
、
禅
門
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
明
末
清
初
期
の
語
録
に
数
多
く
見
え
て
い
る
。
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斯
論
で
は
、
こ
の
言
葉
の
歴
史
的
な
成
立
の
由
来
と
、
流
行
の
経
緯
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、「
相
伝
」「
世
伝
」
説

こ
の
発
言
が
大
慧
自
身
の
言
葉
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
「
相
伝
」
で
あ
る
の
か
は
別
に
し
て
、
こ
の
二
句
が
明
末

に
流
行
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
『
竹
窓
随
筆
』
の
存
在
で
あ
ろ
う
。『
竹
窓
随
筆
』
は
、
明
末
の
仏
教
復
興

に
貢
献
し
た
万
暦
三
高
僧
の
一
人
、
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五
～
一
六
一
五
）
の
著
述
で
あ
り
、
中
国
で
は
何
度
も
刊
刻
さ
れ
て
広

く
読
ま
れ
、
日
本
で
も
和
刻
本
が
出
さ
れ
て
良
く
知
ら
れ
た
本
で
あ
っ
た（

１
）。

初
編
・
二
篇
・
三
篇
の
三
巻
か
ら
成
る
が
、
そ
の

第
二
篇
で
あ
る
『
竹
窓
二
筆
』
に
、
こ
の
二
句
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
大
悟
小
悟
」
と
題
さ
れ
た
、
次
の
様
な
一
条
が
あ
る
。
こ

の
条
は
「
相
伝
」
と
し
て
二
句
を
紹
介
し
た
代
表
的
な
資
料
で
も
あ
る
。

大
慧
宗
杲
老
師
は
、「
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
計
ら
ず
（
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
計
其
数
）」
で
あ
っ
た
と

相つ

た伝
え
ら
れ
て
い
る
。
愚わ

た
し

が
考
え
る
に
、
仏
道
の
修
行
者
は
、
し
ば
し
ば
〔
何
か
心
に
〕
触ふ

れ
て
覚ハ

ツ
と

す
る
こ
と
が
あ
る

と
、
こ
れ
を
「
省さ

と

る
こ
と
有
っ
た
」
と
い
う
。〔
だ
が
〕
ハ
タ
と
省さ

と

っ
て
い
て
も
、
ま
だ
大徹

徹底

し
て
い
な
い
か
ら
、「
小

悟
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
〔「
小
悟
」
を
〕
何
度
も
繰
り
返
し
て
、
大
悟
に
至
る
〔
こ
と
も
あ
る
か
も
知

れ
な
い
〕。
だ
が
、
釈
尊
が
夜よ

〔
明あ

け
〕
に
明
星
を
見
て
廓か

ら
り然
と
大
悟
し
た
の
は
、
そ
の
一
悟
で
こ
と
ご
と
く
悟
っ
て
し

ま
い
、〔
も
は
や
〕
二
度
も
三
度
も
〔
悟
る
〕
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
諸
祖
の
中
に
も
〔
釈
尊
と
類
似

し
た
一
度
の
悟
り
の
例
は
数
多
く
あ
り
〕、〔
霊
雲
志
勤
禅
師
は
、
桃
の
花
を
見
て
悟
っ
て
か
ら
〕「
ず
っ
と
今
に
至
る
ま

で
全
く
疑
う
こ
と
が
な
か
っ
た
」（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
一
・T

51-285a

）
と
〔
言
っ
た
〕
し
、〔
高
峰
原
妙
禅
師
は
、
悟
道
し
て
か

ら
〕「
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
邦く

に国
は
安
定
し
天
下
は
太
平
だ
っ
た
」（『
高
峰
大
師
語
録
』
巻
上
・Z122

・340c

）
と
〔
述
べ
た
〕
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し
、
あ
る
い
は
〔
臨
済
義
玄
禅
師
は
、
悟
っ
た
と
た
ん
〕「
も
と
も
と
黄
檗
の
仏
法
は
端

ズ
バ
リ
と
し
た
も
の

的
だ
っ
た
の
だ
」〔
と
言
っ
た
〕

が
、〔
こ
れ
ら
は
〕
ま
だ
仏
〔
と
全
く
同
じ
境
地
〕
に
は
到
達
し
て
い
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
「
大
悟
」
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
必
ず
〔
迷
い
と
悟
り
と
が
重
層
的
に
〕
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
以
前

「
疑
う
こ
と
が
な
か
っ
た
」
人
で
も
、
き
っ
と
〔
ま
た
更
に
〕
疑
い
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
以
前
「
天
下
太

平
」
だ
っ
た
人
で
も
、
き
っ
と
〔
ま
た
更
に
〕
変み

だ乱
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
以
前
「〔
仏
法
は
〕
端

ズ
バ
リ
と
し
た
も
の

的
だ
」
と

し
た
人
で
も
、
き
っ
と
〔
ま
た
更
に
〕
何
か
足
り
な
い
〔
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
〕
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。〔
だ
か
ら
〕

ど
う
し
て
〔
本
当
の
〕「
大
悟
」
と
呼
べ
よ
う
か
。
そ
れ
に
、
も
し
〔
大
筋
で
〕
無ぼ

ん

明の
う

が
断
た
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
更

に
極
め
て
微
細
な
無
明
ま
で
断
ち
切
っ
て
し
ま
お
う
と
思
っ
た
り
、〔
ま
た
〕
も
し
〔
ほ
と
ん
ど
の
〕
公
案
を
〔
す
っ
き

り
と
〕
透解

決

し
て
い
た
と
し
て
も
、
更
に
最
後
ま
で
残
さ
れ
た
極き

わ
め
つ
け則
の

訛
　
難
　
解
　

な
公
案
ま
で
透解

決過
し
て
し
ま
お
う
と
思
う
な
ら

ば
、
何
遍
か
の
「
大
悟
」
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
い
く
ら
多
く
て
も
〔
大
慧
宗
杲
の
よ
う
に
〕
十
八
遍
に
も
な

る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

相
伝
大
慧
杲
老
、
大
悟
一
十
八
徧
、
小
悟
不
計
其
数
。
愚
按
、
学
道
人
時
有
覚
触
、
謂
之
有
省
。
乍
而
省
、
未
大
徹
也
、
則
名

小
悟
。
容
或
多
徧
、
至
於
大
悟
。
則
世
尊
夜
見
明
星
而
廓
然
大
悟
、
是
一
悟
尽
悟
、
不
俟
二
三
矣
。
即
如
諸
祖
、
有
直
至
如
今

更
不
疑
者
、
有
従
此
安
邦
定
国
天
下
太
平
者
、
有
元
来
黄
檗
仏
法
無
多
子
者
、
雖
未
至
仏
、
亦
皆
大
悟
也
。
而
必
重
重
累
累
如

是
、
則
向
之
不
疑
者
当
更
起
疑
矣
、
向
之
太
平
者
当
更
変
乱
矣
、
向
之
無
多
子
者
当
更
欠
少
矣
、
云
何
得
称
大
悟
。
若
夫
無
明

雖
断
、
猶
欲
断
最
後
窮
微
至
細
之
無
明
、
公
案
雖
透
、
猶
欲
透
最
後
極
則

訛
之
公
案
、
則
幾
番
大
悟
者
容
有
之
。
但
不
応
多

之
至
於
一
十
八
徧
也
。（C129

、『
竹
窓
二
筆
』
雲
棲
法
彙
本
・63a~b

）

袾
宏
は
、
大
慧
の
十
八
遍
と
い
う
大
悟
の
数
は
、
い
く
ら
何
で
も
多
す
ぎ
だ
と
述
べ
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
の

撰
述
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
竹
窓
三
筆
』
に
付
さ
れ
た
「
自
序
」
に
、「
万
暦
四
十
三
年
乙
卯
（
一
六
一
五
）
春
日
」
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の
日
付
が
あ
る
か
ら
、『
竹
窓
二
筆
』
が
そ
れ
以
前
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
『
竹
窓
二
筆
』
が
、
何
を
典
拠
と
し
て
大
慧
に
関
す
る
二
句
を
「
相
伝
（
伝
え
ら
れ
て
い
る
）」
と
し
て
引
用
し
た
の
か

は
不
明
だ
が
、
同
じ
二
句
が
一
字
の
相
違
も
な
く
用
い
ら
れ
た
先
例
と
し
て
、
古
庭
善
堅
（
一
四
一
四
～
一
四
九
三
）
の
語
録
に

次
の
様
な
文
章
が
見
え
る
。
古
庭
は
虎
丘
派
、
断
橋
妙
倫
の
法
系
で
、
明
清
期
に
一
大
勢
力
を
持
っ
た
無
際
明
悟
（
生
卒
年
未

詳
）
の
法
嗣
で
あ
り
、
袾
宏
よ
り
一
世
紀
以
上
前
に
活
躍
し
た
禅
僧
で
あ
る
。

私
は
こ
の
生
涯
で
、
ぜ
ひ
と
も
大
慧
禅
師
の
「
大
悟
は
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
計
ら
ず
（
大
悟
十
八
遍
、
小
悟
不
計
其

数
）」
と
い
う
と
こ
ろ
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
歴
代
の
仏
や
祖
師
方
は
、
皆
な
気
が
遠
く
な
る
よ
う

な
年
月
〔
の
修
行
〕
を
経
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大
悟
や
小
悟
ど
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
。

我
此
生
務
要
做
到
大
慧
禅
師
、
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
計
其
数
。
然
従
上
仏
祖
、
皆
経
遠
劫
。
豈
止
大
悟
小
悟
。（『
古
庭
禅
師

語
録
輯
略
』
巻
一
・
行
脚
・C98-3b

）

こ
の
文
章
は
、「
相
伝
」
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
明
確
に
大
慧
自
身
の
言
葉
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
同
じ
古
庭
の
語
録
中
に
、
も
う
一
箇
所
、
大
慧
と
の
関
わ
り
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
少
し
〔
の
修
行
だ
け
〕

で
満
足
し
、『
大
悟
は
十
八
遍
、
小
悟
は
数
を
計
ら
ず
（
大
悟
十
八
遍
、
小
悟
不
計
数
）』
が
分
か
っ
て
い
な
い
（
以
少
為
足
、
不
知
大

悟
十
八
遍
、
小
悟
不
計
数
）」（『
古
庭
禅
師
語
録
輯
略
』
巻
二
・
火
罏
頭
話
・30b

）
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
こ
の
二
句
は
古
庭
が
好
ん
で
用
い
て

い
た
言
葉
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
文
章
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
『
古
庭
禅
師
語
録
輯
略
』
四
巻
に
は
、
原
序
と
し
て
天
順
元
年
（
一
四
五
七
）
の
南
京
礼
部

尚
書･

張
恵
撰
「
古
庭
輯
略
序
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
版
本
は
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
の
陶
珽
撰
「
古

庭
祖
師
語
録
叙
」、
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
の
呉
応
賓
撰
「
古
庭
語
録
輯
略
序
」、
及
び
同
時
期
の
銭
啓
忠
撰
「
古
庭
祖
師
語

録
序
」
の
三
序
を
冠
し
た
『
嘉
興
蔵
』
本
で
あ
る（

２
）。
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銭
啓
忠
の
序
に
拠
れ
ば
、『
嘉
興
蔵
』
本
の
底
本
と
な
っ
た
原
本
は
「
焼
け
残
り
の
中
か
ら
見
つ
け
だ
し
た
（
従
煨
燼
中
得
之
）」

（
古
庭
序
・6a~b

）
と
さ
れ
て
お
り
、
袾
宏
が
活
躍
し
た
明
末
万
暦
年
間
に
流
布
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、『
古
庭
禅

師
語
録
輯
略
』
は
『
竹
窓
随
筆
』
よ
り
後
に
刻
出
さ
れ
て
、
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

袾
宏
が
原
本
を
見
た
可
能
性
が
無
い
と
は
言
え
な
い
が
、
必
ず
し
も
『
竹
窓
随
筆
』
の
典
拠
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

と
も
あ
れ
『
竹
窓
随
筆
』
に
載
せ
ら
れ
た
二
句
が
、
そ
の
後
、
禅
門
の
語
録
類
な
ど
に
、
し
ば
し
ば
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

仏
教
居
士
と
し
て
知
ら
れ
る
銭
謙
益
（
牧
斎
・
一
五
八
二
～
一
六
六
四
）
の
『
牧
斎
初
学
集
』
に
も
、『
竹
窓
二
筆
』
と
全
く
同
じ

形
で
の
二
句
の
引
用
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
巻
八
六
・
跋
傅
文
恪
公
大
事
狂
言
、
四
部
叢
刊
本
・2b

）。

但
し
、「
相
伝
」
で
あ
り
正
確
な
典
拠
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
一
部
、
引
用
さ
れ
る
際
に
文
字
に
変
化
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、「
小
悟
不
計
其
数
」
の
「
計
」
の
一
字
の
別
字
へ
の
置
き
換
え
で
あ
る
。

例
え
ば
密
雲
円
悟
（
一
五
六
六
～
一
六
四
二
）
の
『
闢
妄
救
略
説
』
巻
六
（Z114-150c

）
や
雍
正
帝
（
一
六
七
八
～
一
七
三
五
）
の

『
揀
魔
辨
異
録
』
巻
四
（Z114-216d

）
は
、「
世
伝
（
世
に
伝
う
）」
と
し
て
二
句
を
引
用
し
て
い
る
が
、
共
に
「
小
悟
不
記
其
数
」

と
「
計
」
の
字
が
「
記
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。「
計
」
と
「
記
」
と
は
字
形
も
似
て
い
る
し
、
中
国
語
の
発
音
が
同
じ
で
あ

り
、
意
味
的
に
も
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
な
い
。

ま
た
、「
相
伝
（
相
伝
う
）」
と
か
「
世
伝
（
世
に
伝
う
）」
と
明
言
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
山
燈
来
（
一
六
一
四
～
一
六
八
五
）

の
『
三
山
来
禅
師
語
録
』
巻
五
「
問
答
」（13a

）
に
、「
小
悟
不
知
其
数
」
と
「
計
」
の
字
が
「
知
」
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。
字

形
も
音
も
違
う
が
、
こ
ち
ら
も
意
味
的
に
は
大
差
が
な
い
。
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二
、
大
慧
自
語
説

『
竹
窓
二
筆
』
を
著
し
た
雲
棲
袾
宏
と
同
じ
時
期
に
活
躍
し
た
禅
僧
の
資
料
に
、
大
悟
小
悟
の
二
句
を
大
慧
の
言
葉
と
し
て

引
用
し
た
例
が
見
え
る
。
そ
の
禅
僧
と
は
、
明
末
臨
済
禅
の
大
立
て
者
の
一
人
で
あ
る
幻
有
正
伝
（
一
五
四
九
～
一
六
一
四
）
で

あ
る
。
幻
有
と
袾
宏
と
は
笑
巌
徳
宝
（
一
五
一
二
～
一
五
八
一
）
門
下
の
同
参
で
あ
り
、
袾
宏
は
幻
有
の
こ
と
を
「
幻
有
兄
」
と

呼
び
（『
幻
有
禅
師
語
録
』
巻
三
序
・3a

、cf.

『
山
房
雑
録
』
巻
一
・24b

）、
幻
有
に
対
し
て
自
ら
「
法
弟
」（
同
前
）
と
か
、「
同
参
弟
」（『
幻
有
禅
師

語
録
』
巻
一
二
・
附
雲
棲
大
師
書
・28a

～b

）
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
幻
有
の
語
録
で
あ
る
『
幻
有
伝
禅
師
語
録
』
巻
九
に
見
え
る
「
陶

太
史
に
与
う
る
書
（
与
陶
太
史
書
）」
に
次
の
様
な
一
節
が
あ
る
。

大
慧
が
「
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
計
ら
ず
（
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
計
其
数
）」
と
言
っ
た
と
、
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。

嘗
聞
、
大
慧
道
「
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
計
其
数
」。（
嘉
興
蔵
本
・10b

）

陶
望
齢（

３
）（

一
五
六
二
～
一
六
〇
九
）
は
、
明
末
を
代
表
す
る
仏
教
居
士
の
一
人
で
あ
る
。
黄
宗
羲
が
「
湛
然
円
澄
や
密
雲
円
悟

は
、
い
ず
れ
も
先
生
（
＝
陶
望
齢
）
の
引
き
立
て
で
、
そ
の
教
え
を
広
げ
、
浙
東
で
宗
風
を
盛
ん
に
で
き
た
の
で
あ
る
（
湛
然
澄
・

密
雲
悟
、
皆
先
生
引
而
進
之
、
張
皇
其
教
、
遂
使
宗
風
盛
於
東
浙
）」（『
明
儒
学
案
』
巻
三
六
・
文
簡
陶
石
簣
先
生
望
齢
、
中
華
書
局
校
点
本
・p.869

）
と
評

し
た
が
、
万
暦
三
高
僧
以
後
、
曹
洞
宗
の
湛
然
円
澄
（
一
五
六
一
～
一
六
二
六
）
や
臨
済
宗
の
密
雲
円
悟
（
一
五
六
六
～
一
六
四
二
）

に
よ
る
禅
宗
の
復
興
繁
栄
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。

望
齢
は
幻
有
と
同
時
に
雲
棲
袾
宏
に
も
師
事
し
、
公
案
参
究
の
指
導
を
受
け
て
い
る
が
（『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
巻
二
「
答
会
稽
陶
石
簣
太
史

〔
書
〕・C129-15a

）、
袾
宏
よ
り
六
年
早
く
、
若
く
し
て
他
界
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
幻
有
が
望
齢
に
与
え
た
書
簡
は
、
袾
宏
在
世

時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、『
竹
窓
随
筆
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、「
大
慧
道
（
大
慧
道い

わ

く
）」
と
い
う
形
で
、
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二
句
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

同
じ
様
な
大
慧
の
自
語
と
し
て
の
使
用
例
は
、
晦
嶽
智
旭
（
生
卒
年
未
詳
）
の
『
語
録
』
に
も
見
え
る
。
晦
嶽
は
虎
丘
派
の
断

橋
妙
倫
下
、
無
際
明
悟
の
十
一
伝
の
孫
に
当
た
る
。
法
祖
は
、
先
に
挙
げ
た
古
庭
善
堅
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
月
渓
澄
で
あ
る
か

ら
、
少
し
離
れ
て
い
る
も
の
の
、
古
庭
と
は
法
系
上
の
遠
い
親
戚
と
な
る
。
晦
嶽
の
生
卒
年
は
未
詳
だ
が
、
嗣
法
師
は
山
鐸
真

在
（
一
六
二
一
～
一
六
七
二
）
で
あ
り
、
幻
有
か
ら
四
、
五
世
代
下
の
、
清
初
康
煕
年
間
に
活
躍
し
た
禅
僧
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

晦
嶽
の
発
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

妙
喜
（
＝
大
慧
）
は
、
当
時
、
自
分
で
「
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
知
ら
ず
（
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
知
其
数
）」

と
言
っ
た
。〔
し
か
し
〕
も
し
悟
っ
た
と
こ
ろ
に
大
と
か
小
と
か
が
あ
る
な
ら
ば
、
精迷

い
の
心魂

〔
の
所
行
〕
で
な
く
て
何
で
あ

ろ
う
か
。〔
か
と
い
っ
て
〕
も
し
大
小
を
離
れ
て
し
ま
え
ば
、
悟
り
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ズ
バ
リ
と
し

た
一
言
を
下
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
西イ

ン
ド天
の
国
王
〔
が
波は

ら羅
提だ

い

尊
者
と
の
問
答
で
悟
っ
た
（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
・T

51-

218b

）、
そ
〕
の
悟
り
の
在
り
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

玅
喜
当
時
自
謂
、「
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
知
其
数
」。
若
悟
処
有
大
有
小
、
非
精
魂
而
何
。
若
離
卻
大
小
、
悟
在
甚
処
。
者

裏
下
得
一
語
親
切
、
便
知
西
天
国
王
悟
底
落
処
。（『
晦
嶽
旭
禅
師
語
録
』
巻
五
・
住
京
口
大
覚
禅
寺
語
録
・6a~b

）

二
句
に
明
確
な
典
拠
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
現
象
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
、
大
慧
自
ら
の
発
言
と
し
て
認

め
る
人
々
が
い
た
こ
と
は
、
疑
い
が
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。

三
、
別
の
型
の
二
句

相
伝
も
し
く
は
自
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
上
述
の
二
句
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
で
は
あ
る
が
、
別
の
定
型
で
明
末
清
初
期
に
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ま
で
伝
わ
っ
た
形
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
特
定
の
禅
僧
の
伝
記
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
禅
僧
と
は
元
末
か
ら
明
初
に
活
躍
し
た
壁
峰
宝
金
（
一
三
〇
八
～
一
三
七
二
）
で
あ
る
。
宝
金
は
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）

に
南
京
の
奉
天
殿
に
召
さ
れ
て
洪
武
帝
に
説
法
し
（『
護
法
録
』
巻
一
上
・
寂
照
円
明
大
禅
師
壁
峰
金
公
設
利
塔
碑
銘
・25b

）、
翌
年
十
月
、
洪
武

帝
の
命
で
鍾
山
で
行
わ
れ
た
普
済
仏
会
に
招
か
れ
た
高
僧
十
名
の
中
の
一
人
で
あ
る
（『
護
法
録
』
巻
一
上
・
寂
照
円
明
大
禅
師
壁
峰
金
公
設

利
塔
碑
銘
・25b

）。
道
号
の
「
壁
峰
」
は
、「
壁
」
の
字
が
、
同
音
の
「
碧
」
や
「
璧
」
に
変
え
ら
れ
て
、「
碧
峰
」・「
璧
峰
」
と

も
表
記
さ
れ
て
い
る
。
臨
済
宗
の
五
祖
法
演
下
、
開
福
道
寧
の
法
系
で
あ
る
。
五
祖
法
演
の
門
下
で
は
虎
丘
紹
隆
・
大
慧
宗
杲

の
二
人
を
出
し
た
圜
悟
克
勤
の
一
門
が
明
末
清
初
期
に
隆
盛
を
極
め
て
お
り
、
宝
金
に
連
な
る
開
福
道
寧
の
法
系
は
こ
の
後
、

明
初
で
途
絶
え
て
い
る
。

形
を
異
に
す
る
当
該
の
二
句
は
、
こ
の
宝
金
の
悟
道
因
縁
の
中
に
登
場
す
る
が
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
最
も
古
い
資
料
は
、

明
初
、
宋
濂
（
一
三
一
〇
～
一
三
八
一
）
が
撰
述
し
た
「
寂
照
円
明
大
禅
師
壁
峰
金
公
設
利
塔
碑
銘
」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
次
の

様
な
一
節
が
あ
る
。

あ
る
日
、
木
を
伐
っ
て
い
る
音
を
聞
い
て
〔
悟
り
〕、
全
身
、
雨
が
降
る
か
の
よ
う
に
汗
が
流
れ
た
。〔
そ
こ
で
〕
感
嘆
し

て
言
っ
た
、「
妙
喜
（
＝
大
慧
）
は
、『
大
悟
は
十
有
八
、
小
悟
は
算か

ぞ

う
る
無
し
（
大
悟
十
有
八
、
小
悟
無
算
）』
だ
っ
た
そ
う

だ
が
、
私
を
欺
し
て
な
ど
い
な
か
っ
た
の
だ
。〔
父
母
〕
未
生
以
前
の
事真

理

を
、
私
は
今
日
、
ま
さ
し
く
本
当
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」
と
。
急
い
で
〔
師
で
あ
る
〕
公
（
＝
嗣
法
師
と
な
る
縉
雲
真
）
の
所
へ
行
っ
て
証
明
を
求
め
た
。

一
日
聴
伐
木
声
、
通
身
汗
下
如
雨
。
嘆
曰
、「
妙
喜
大
悟
十
有
八
、
小
悟
無
算
。
豈
欺
我
哉
。
未
生
前
之
事
、
吾
今
日
方
知
其

真
耳
」。
急
往
求
證
於
公
。（『
宋
学
士
文
集
』
巻
一
五
・
四
部
叢
刊
本･10a
、『
護
法
録
』
巻
一
・C84-24a

）

第
二
句
目
が
「
小
悟
無
算
」
と
な
っ
て
お
り
、『
竹
窓
二
筆
』
の
「
小
悟
不
計
其
数
」
と
、
形
を
異
に
し
て
い
る
が
、『
竹
窓

二
筆
』
の
先
例
で
あ
る
古
庭
善
堅
（
一
四
一
四
～
一
四
九
三
）
よ
り
、
半
世
紀
以
上
早
い
文
章
で
あ
り
、
恐
ら
く
こ
ち
ら
の
方
が
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原
型
で
あ
ろ
う
。

宋
濂
の
「
壁
峰
金
公
碑
銘
」
は
、
以
後
、
明
清
歴
代
の
燈
史
・
僧
伝
類
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
宝
金
の
伝
記
の
典
拠
と
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
大
慧
の
大
悟
小
悟
に
関
す
る
記
事
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
資
料
は
、
卑
見
の
及
ぶ
限
り
数
が
少
な
く
、
三
種

だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
正
統
な
禅
宗
の
燈
史
類
で
は
な
い
。

一
つ
は
、
明
の
汰
如
明
河
（
一
五
八
八
～
一
六
四
〇
）
撰
『
補
続
高
僧
伝
』
巻
一
四
の
「
金
碧
峰
伝
」（Z134-129b

）、
二
つ
は
崇

禎
四
年
（
一
六
三
一
）
に
完
成
し
た
明
の
朱
時
恩
（
生
卒
年
未
詳
）
撰
『
仏
祖
綱
目
』

（
４
）

巻
四
一
「
宝
金
禅
師
至
燕
京
」
条
（Z146-

424b

）、
三
つ
は
明
末
清
初
の
査
継
佐
（
一
六
〇
一
～
一
六
七
六
）
撰
『
罪
惟
録
』

（
５
）

列
伝
巻
二
六
「
方
外
伝
」
の
「
梵
琦
曇
噩
宝
金

文
康
清
遠
本
善
」
条
（
四
部
叢
刊
本
・6b

）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
妙
喜
大
悟
十
有
八
、
小
悟
無
算
。
豈
欺
我
哉
」
と
い
う
文
章
が
、

そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

汰
如
は
華
厳
宗
の
僧
侶
で
あ
り
禅
僧
で
は
な
い
。
ま
た
、
朱
時
恩
は
僧
侶
で
は
な
く
在
家
の
仏
教
居
士
で
あ
り
、
査
継
佐
は

在
家
の
史
学
家
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
三
書
と
も
に
禅
宗
僧
侶
以
外
の
手
に
成
る
書
物
な
の
で
あ
る
。

四
、
燈
史
内
で
の
変
型

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
壁
峰
宝
金
の
存
在
が
禅
宗
内
で
軽
視
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。

宝
金
の
伝
記
を
載
せ
た
仏
教
資
料
と
し
て
は
、
前
記
の
『
補
続
高
僧
伝
』
な
ど
三
種
以
外
に
、
十
種
が
あ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
内
、
次
の
五
種
は
大
悟
小
悟
の
二
句
が
妙
喜
（
＝
大
慧
）
と
い
う
名
前
も
ろ
と
も
に
削
ら
れ
て
お
り
、
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。
書
物
の
成
立
順
に
並
べ
れ
ば
凡
そ
次
の
様
に
な
る
。
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①
《
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）》〔「
重
編
序
」
の
記
述
〕

　
　

憨
山
徳
清
述
『
八
十
八
祖
道
影
伝
賛
』

（
６
）

巻
四
「
金
碧
峯
禅
師
伝
」（Z147-497d

）

②
《
順
治
五
年
（
一
六
四
八
）》〔「
凡
例
」
の
撰
年
〕

　
　

遠
門
浄
柱
輯
『
五
燈
会
元
続
略
』
巻
二
「
代
州
五
臺
霊
鷲
碧
峰
宝
金
禅
師
」（Z138-466c

）

③
《
順
治
八
年
（
一
六
五
一
）》〔「
自
序
」
の
撰
年
〕

　
　

永
覚
元
賢
輯
『
継
燈
録
』
巻
五
「
代
州
五
臺
霊
鷲
碧
峰
宝
金
禅
師
」（Z147-397c

）

④
《
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）》〔「
後
序
」
の
撰
年
〕

　
　

巨
霊
自
融
撰
『
南
宋
元
明
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
一
「
金
璧
峰
禅
師
」（Z137-361a

）

⑤
《
康
煕
七
年
（
一
六
六
八
）》〔「
記
」
の
撰
年
〕

　
　

在

弘
賛
輯
『
観
音
慈
林
集
』
巻
下
「
釈
宝
金
」（Z149-320b

）

編
著
者
の
う
ち
、
①
の
憨
山
徳
清
（
一
五
四
六
～
一
六
二
三
）
は
万
暦
三
高
僧
の
一
人
で
あ
り
、
②
～
⑤
と
は
時
期
的
に
三
十

年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
の
で
、
同
列
に
論
じ
て
良
い
か
疑
問
が
あ
る
が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
①
の
重
訂
本
は
康
煕
九
年

（
一
六
七
〇
）
序
刊
本
で
あ
り
、
内
容
の
改
訂
を
経
て
い
る
か
ら
、
同
時
期
の
資
料
と
し
て
扱
っ
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
②
遠

門
浄
柱
（
一
六
〇
一
～
一
六
五
四
）
と
③
永
覚
元
賢
（
一
五
七
八
～
一
六
五
七
）・
⑤
在

弘
賛
（
一
六
一
一
～
一
六
八
五
）
の
三
人
は
曹

洞
宗
、
④
巨
霊
自
融
（
一
六
一
五
～
一
六
九
一
）
は
臨
済
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。

十
種
の
う
ち
、
残
り
の
五
種
は
、
大
悟
小
悟
の
記
事
を
削
る
こ
と
な
く
、
宝
金
の
伝
記
中
に
一
応
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
少
し
形
を
変
え
、「
妙
喜
大
悟
十
八
遍
…
」
の
「
妙
喜
」
の
部
分
が
全
て
「
古
人
道
（
古
人
道い

わ

く
）」
に
変
え
ら
れ
て

お
り
、
大
慧
と
こ
の
言
葉
と
の
関
係
が
消
さ
れ
、
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

古
人
が
、「
大
悟
は
十
八
回
、
小
悟
は
数
え
切
れ
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
私
を
欺
し
て
な
ど
い
な
か
っ
た
の
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だ
。（
古
人
道
、
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
無
数
。
豈
欺
我
哉
。）

そ
の
五
種
の
書
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑥
《
順
治
十
二
年
（
一
六
五
五
）》〔
箬
菴
の
遷
化
年
。
刊
行
「
序
」
は
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）
撰
〕

　
　

箬
菴
通
問
編
定
『
続
燈
存
稿
』
巻
七
「
五
臺
山
壁
峯
宝
金
禅
師
」（Z145-92d

）

⑦
《
康
煕
十
七
年
（
一
六
七
八
）》〔「
凡
例
」
の
記
事
〕

　
　

聶
先
楽
読
編
輯
『
続
指
月
録
』
巻
七
「
五
臺
壁
峰
宝
金
禅
師
」（Z143-452c

）

⑧
《
康
煕
三
十
年
（
一
六
九
一
）》〔「
自
序
」
の
撰
年
〕

　
　

別
菴
性
統
編
集
『
続
燈
正
統
』
巻
八
「
太
原
府
五
臺
山
霊
鷲
碧
峰
宝
金
禅
師
」（Z144-296c

）

⑨
《
康
煕
三
十
二
年
（
一
六
九
三
）》〔「
自
序
」
の
撰
年
〕

　
　

霽
崙
超
永
編
輯
『
五
燈
全
書
』
巻
五
七
「
太
原
五
臺
山
霊
鷲
碧
峰
宝
金
禅
師
」（Z141-114a

）

⑩
《
乾
隆
五
十
九
年
（
一
七
九
四
）》〔「
自
序
」
の
撰
年
〕

　
　

心
円
居
士
拈
別･

火
蓮
居
士
集
梓
『

黒
豆
集
』
巻
二
「
太
原
府
五
臺
山
霊
鷲
碧
峯
宝
金
禅
師
」（Z145-433b

）

こ
の
五
種
類
の
編
著
者
の
う
ち
、
⑥
箬
菴
通
問
（
一
六
〇
四
～
一
六
五
五
）・
⑧
別
菴
性
統
（
一
六
六
一
～
一
七
一
七
）・
⑨
霽
崙
超

永
（
生
卒
年
未
詳
）
の
三
人
は
臨
済
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
⑦
の
楽
読
居
士
こ
と
聶
先
（
生
卒
年
未
詳
）
は
、
在
家
で
は
あ
る
が
『
五

燈
全
書
』
巻
九
七
に
「
南
嶽
下
第
三
十
六
世
」
と
し
て
立
項
さ
れ
て
お
り
（Z141-458b

）、
や
は
り
臨
済
宗
に
属
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
⑩
の
心
円
居
士
は
不
詳
、
火
蓮
居
士
は
巻
頭
付
録
の
「
自
序
」
に
よ
っ
て
、
姓
名
が
平
聖
臺
で
あ
り
、
儒
家
出
身
の

居
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
師
承
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
⑨
と
⑩
と
の
間
に
は
百
年
の
間
隔
が
あ

り
、
乾
隆
帝
に
よ
る
仏
教
去
勢
政
策
が
行
わ
れ
た
後
で
あ
り
、
既
に
著
名
な
禅
僧
は
済
洞
を
問
わ
ず
存
在
し
な
い
時
代
で
あ
っ

た
。
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⑥
～
⑩
に
つ
い
て
、
一
番
早
い
時
期
に
「
古
人
道
（
古
人
道い

わ

く
）」
と
改
変
し
た
の
は
箬
菴
の
⑥
『
続
燈
存
稿
』
で
あ
り
、
後

出
の
⑦
～
⑩
は
、
編
纂
す
る
際
に
、
そ
の
文
章
を
『
続
燈
存
稿
』
か
ら
転
載
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
い
っ
た
い
何
故
、
大
悟
小
悟
の
文
章
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
妙
喜
（
大
慧
）
の
名
前
が
抹
消
さ
れ
て
、「
古
人
道
（
古
人
道い

わ

く
）」
と
改
め
ら
れ
、
⑦
～
⑩
の
諸
書
も
そ
の
立
場
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

五
、
儒
者
の
発
言
と
す
る
説

二
句
を
載
せ
た
上
述
の
諸
資
料
を
並
べ
て
み
る
と
、
明
末
ま
で
の
資
料
は
、
袾
宏
の
『
竹
窓
随
筆
』
の
系
列
に
せ
よ
、
宋
濂

の
「
碑
記
」
の
系
列
に
せ
よ
、
字
句
に
多
少
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
大
慧
と
の
関
係
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
は
一
致
し
て
い

た
。
し
か
し
、
清
朝
に
入
る
と
、
前
出
の
三
山
燈
来
や
晦
嶽
智
旭
、
更
に
は
雍
正
帝
の
『
揀
魔
辨
異
録
』
の
よ
う
に
、
従
来
通

り
大
慧
の
名
を
残
し
た
ま
ま
の
引
用
も
一
部
存
す
る
も
の
の
、
宋
濂
の
「
碑
記
」
を
典
拠
と
す
る
燈
史
類
の
宝
金
の
記
事
は
、

⑥
～
⑩
の
よ
う
に
「
妙
喜
」
の
部
分
が
「
古
人
道
」
に
変
え
ら
れ
る
か
、
①
～
⑤
の
よ
う
に
そ
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、

何
ら
か
の
原
因
が
あ
っ
て
、
大
慧
と
大
悟
小
悟
の
二
句
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

実
は
、
そ
の
転
機
と
な
る
大
き
な
事
柄
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

明
末
に
明
州
（
浙
江
省
）
の
天
童
山
を
復
興
し
、
独
自
の
棒
喝
禅
を
鼓
舞
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
禅
僧
に
、
臨
済
禅
の
密
雲

円
悟
（
一
五
六
六
～
一
六
四
二
）
が
い
る
が
、
そ
の
語
録
に
付
さ
れ
た
唐
世
済
（
字
は
美
承
、
号
は
存
億
・
万
暦
二
十
六
年
・
一
五
九
八

の
進
士
）
撰
の
「
遺
衣
金
粟
塔
銘
」
の
銘
文
に
、
次
の
様
な
一
節
が
あ
る
。

〔
大
慧
の
も
の
と
さ
れ
る
〕「
大
悟
は
十
八
遍
、
小
悟
は
数
を
計は

か

ら
ず
」〔
と
い
う
言
葉
〕
は
、
も
と
も
と
宋
代
の
儒
者
の

言
葉
で
あ
り
、
大
慧
が
説
い
た
も
の
で
は
な
い
。
学修

行
者人
た
ち
は
長
い
間
、
誤
り
を
伝
え
、
智
者
も
惑
わ
さ
れ
て
き
た
。
た
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だ
師
（
＝
密
雲
）
だ
け
は
間
違
い
だ
と
し
、
き
っ
ぱ
り
と
信
じ
な
か
っ
た
。

大
悟
十
八
遍
、
小
悟
不
計
数
。
本
是
宋
儒
言
、
非
大
慧
所
説
。
学
人
承
訛
久
、
智
者
亦
惑
之
。
惟
師
以
為
非
、
確
然
不
肯
信
。

（C37-38b

）

引
用
さ
れ
た
大
悟
小
悟
の
二
句
は
、『
竹
窓
二
筆
』
の
系
列
の
も
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
二
句
は
大
慧
と
は
何
の
関
係

も
な
い
、
儒
者
の
言
葉
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
遺
衣
金
粟
塔
銘
」
に
は
、
撰
年
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
密
雲
が
遷
化
し
た
翌
年
の
崇
禎
十
六
年
（
一
六
四
三
）
の

夏
に
、
密
雲
の
法
嗣
で
あ
る
費
隠
通
容
が
石
碑
を
建
て
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
か
ら
、
密
雲
遷
化
後
ま
も
な
く
撰
述
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
朝
最
末
年
の
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
現
存
す
る
密
雲
の
著
述
類
の
中
に
、
こ
の
「
塔
銘
」
に
見
え
る
「
宋
代
の
儒
者
の
言
葉
（
宋
儒
言
）」
と
い
う
事
実
に

言
及
し
た
資
料
は
見
当
た
ら
ず
、
密
雲
が
本
当
に
発
言
し
た
か
ど
う
か
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
、
こ
の
二
句
と
関

連
し
た
文
章
は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
密
雲
が
漢
月
法
蔵
や
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
潭
吉
弘
忍
と
の
宗
旨
論
争
に
お
い
て
行

な
っ
た
発
言
で
あ
る
。

世
間
で
は
、
大
慧
宗
杲
老
師
は
、「
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
記は

か

ら
ず
（
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
記
其
数
）」
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
漢
月
た
ち
は
こ
れ
を
借
り
て
口
実
と
し
、「
参
禅
を
し
て
悟
り
を
求
め
、
悟
っ
て
か
ら

〔
更
に
〕
大
悟
を
求
め
る
〔
必
要
が
あ
る
〕」
と
い
う
説
を
つ
く
っ
て
、
老わ

た
し僧
が
「
一
悟
（
悟
り
は
一
度
き
り
し
か
な
い
と
い
う

立
場
）」
に
坐じ

つ
と在
し
て
い
る
と
、
暗
に
皮
肉
っ
て
い
る
の
だ
。

世
伝
、「
妙
喜
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
記
其
数
」。
漢
月
等
借
為
口
実
、
遂
有
参
而
求
悟
、
悟
而
求
大
悟
之
説
。
暗
刺
老
僧
坐

在
一
悟
。（『
闢
妄
救
略
説
』
巻
六
「
興
化
存
奨
禅
師
」
条
・Z114-150c

）

誰
が
お
前
（
＝
潭
吉
弘
忍
）
と
、「
悟
っ
た
」
と
か
「
悟
っ
て
い
な
い
」
と
か
、「
大
悟
だ
」
と
か
「
小
悟
だ
」
と
か
を
論
じ
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た
り
し
よ
う
か
。
潭お

ま
え吉

は
自
分
で
は
悟
っ
た
こ
と
も
な
い
く
せ
に
、
妄
り
に
「
悟
っ
て
か
ら
大
悟
を
求
め
る
〔
必
要
が
あ

る
〕」
と
言
っ
て
い
る
。
気
が
狂
い
理
性
を
失
っ
て
い
る
〔
の
で
あ
ろ
う
〕。
ど
れ
ほ
ど
面
の
皮
が
厚
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

誰
与
汝
理
論
悟
与
不
悟
、
大
悟
与
小
悟
来
。
潭
吉
自
未
曾
悟
、
妄
説
悟
而
求
大
悟
。
病
狂
喪
心
。
面
皮
厚
多
少
。（『
闢
妄
救
略
説
』

巻
五
「
鎮
州
臨
済
義
玄
禅
師
」
条
・Z114-140c

）

密
雲
が
棒
喝
機
用
に
よ
る
「
一
悟
」
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
洞
門
の
湛
然
円
澄
と
の
主
人
公
論（

７
）争

に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
高

峰
玄
妙
の
悟
道
因
縁
を
め
ぐ
る
主
人
公
論
争
で
は
、
高
峰
の
二
度
の
「
悟
」
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
、
密
雲
と
湛
然
と
が
対

立
し
、
そ
の
法
嗣
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
激
し
い
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
湛
然
は
一
度
目
の
悟
り
は
主
人
公
を
悟
っ
た
も
の

で
、
二
度
目
の
悟
り
は
そ
の
主
人
公
を
打
破
し
て
無
に
徹
し
た
も
の
だ
と
す
る
「
二
悟
」
の
立
場
を
取
っ
た
が
、
密
雲
は
一
度

目
の
悟
り
は
不
十
分
で
あ
り
、
二
度
目
の
悟
道
で
真
の
主
人
公
を
悟
っ
た
の
だ
と
「
一
悟
」
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
潭
吉
と

の
論
争
に
お
い
て
も
密
雲
は
、
真
実
の
悟
り
は
一
度
だ
け
で
あ
り
二
度
の
悟
り
が
必
要
な
い
こ
と
を
述
べ
て
、
次
の
様
に
言
っ

て
い
る
。

も
し
、「
小
悟
や
大
悟
は
、
古
人
（
＝
昔
の
立
派
な
人
）
が
、
か
つ
て
作
っ
た
説
だ
」
と
言
う
の
な
ら
、〔
お
ま
え
に
は
、〕

「
少
々
の
省気

付
き発
は
、
と
て
も
悟
り
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
、
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
。
た

と
え
ば
、
世
尊
は
〔 

暁
あ
か
つ
き 

の
〕
明
星
を
見
た
時
に
、
感
嘆
し
て
「
不
思
議
な
こ
と
だ
。
す
べ
て
の
衆
生
は
皆
な
如
来
の
智

慧
と
徳す

が
た相
を
具
え
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
言
っ
て
み
よ
、
こ
の
よ
う
な
大
悟
に
、
二
遍
目
〔
の
悟
り
〕
が
必
要
で

あ
ろ
う
か
。

若
道
「
小
悟
大
悟
、
古
人
曾
作
是
説
」、
殊
不
知
「
小
小
省
発
、
原
不
可
謂
悟
」。
如
世
尊
覩
明
星
時
、
嘆
曰
、「
奇
哉
、
一
切

衆
生
、
皆
具
如
来
智
慧
徳
相
。
你
道
、
者
般
大
悟
、
還
須
第
二
遍
否
。（
同
前
・149b

）

歴
史
上
、
宗
門
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
続
け
た
大
慧
が
、
大
悟
小
悟
な
ど
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
悟
を
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主
張
す
る
密
雲
に
と
っ
て
都
合
が
悪
く
、
安
易
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

密
雲
は
、
臨
済
宗
の
法
系
に
お
い
て
、
大
慧
派
で
は
な
く
虎
丘
派
に
属
し
て
お
り
、
正
統
論
争
に
お
い
て
は
、
大
慧
で
は
な

く
虎
丘
紹
隆
が
正
統
だ
と
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
た（

８
）。
ま
た
、
大
慧
に
対
し
て
、「
従
来
、
古
今
〔
の
禅
僧
や
そ
の
発
言
〕
を

弁
別
す
る
者
と
し
て
は
、
大
慧
が
第
一
人
者
だ
（
従
来
好
簡
辨
古
今
者
、
大
慧
是
第
一
箇
）」（『
天
童
直
説
』
巻
三
・
与
瑞
光
頂
目
・4b

）
と
そ

の
多
弁
を
批
判
し
、「
大
慧
の
『
語
録
』
を
褒
め
た
こ
と
な
ど
全
く
な
い
（
並
不
曾
称
及
大
慧
之
語
録
也
）」（『
費
隠
禅
師
別
集
』
巻
六
・
金

粟
闢
謬
下
・2a

）
と
述
べ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
決
し
て
大
慧
を
完
全
に
切
り
捨
て
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
慧
は
圜

悟
克
勤
の
下
で
「
死
中
に
活
を
得
た
（
死
中
得
活
）」（『
天
童
直
説
』
巻
一
・
復
墨
仙
劉
居
士
・17a

）
と
そ
の
悟
道
を
認
め
て
お
り
、
大
慧
の

『
碧
巌
録
』
の
版
木
焼
毀
に
つ
い
て
は
、「
大
慧
が
そ
の
版
木
を
焼
毀
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
恩
を
知
り
恩
に
報
い
た
と
呼
べ
よ

う
（
大
慧
欲
毀
其
板
、
是
則
名
為
知
恩
報
恩
者
）」（『
闢
妄
救
略
説
』
巻
七
・
五
祖
法
演
条
・Z114-164b

）
と
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ

る
。と

も
あ
れ
、
大
慧
ほ
ど
の
禅
僧
が
大
悟
小
悟
と
い
う
発
言
を
し
て
い
た
と
は
、
密
雲
に
と
っ
て
認
め
難
い
こ
と
で
あ
り
、
儒

者
の
言
と
し
て
大
慧
と
の
関
係
を
打
ち
消
す
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
た
と
え
儒
者
の
発
言

で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
密
雲
が
大
悟
小
悟
の
二
句
を
、
大
慧
か
ら
切
り
離
し
、
宋
儒
の
言
葉
だ
と
す
る
動
機
は
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

六
、
楊
慈
湖
の
発
言
と
す
る
説

で
は
、
密
雲
が
言
っ
た
と
さ
れ
る
、
大
悟
小
悟
の
二
句
を
吐
い
た
宋
代
の
儒
者
が
、
本
当
に
い
た
と
し
た
ら
、
い
っ
た
い
誰

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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上
述
の
よ
う
に
、
密
雲
の
著
述
類
に
は
直
接
の
言
及
は
無
い
が
、
密
雲
よ
り
二
世
代
ほ
ど
後
の
、
俍
亭
浄
挺
（
一
六
一
五
～
一

六
八
四
）
に
次
の
様
な
発
言
が
あ
る
。
俍
亭
は
曹
洞
宗
の
禅
僧
で
、
密
雲
と
主
人
公
論
争
を
行
な
っ
た
湛
然
円
澄
の
孫
弟
子
、

費
隠
通
容
と
『
五
燈
厳
統
』
を
巡
っ
て
対
立
し
た
三
宜
明
盂
（
一
五
九
九
～
一
六
六
五
）
の
法
嗣
に
当
た
る
。

陸
麗
京（

９
）居

士
（
諱
は
圻
。
一
六
一
四
～
？
）
が
質
問
し
た
、「『
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
其
の
数
を
計
ら
ず
（
大
悟
一
十
八

遍
、
小
悟
不
計
其
数
）』〔
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
〕、
大
慧
は
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。
師
（
＝
俍

亭
）
が
言
っ
た
、「『
大
慧
語
録
』
に
は
こ
れ
（
＝
こ
の
二
句
）
は
な
い
。
た
だ
、『
楊
慈
湖
集
』
の
中
に
見
え
る
だ
け
で
あ

る
。
悟さ

と
り門
に
は
大
小
の
違
い
や
、
根
本
〔
智
〕
と
後
得
〔
智
〕
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、『
大
悟
一
十
八
遍
』
と
い
う
の

は
、
昔
か
ら
有
っ
た
た
め
し
が
な
い
。
桃
の
花
を
聞み

て
〔
悟
っ
た
霊
雲
志
勤
禅
師
〕
と
か
、〔
瓦
礫
が
〕
竹
に
撃あ

た

る
〔
音

を
聞
い
て
悟
っ
た
香
厳
智
閑
禅
師
〕
の
一
悟
は
、
更
に
悟
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
。

陸
麗
京
居
士
問
、「『
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
不
記
其
数
』。
大
慧
果
然
否
」。
師
云
、「『
大
慧
録
』
未
嘗
有
此
。
特
見
之
『
楊
慈

湖
集
』
中
。
悟
門
雖
大
小
不
同
、
亦
有
根
本
後
得
之
別
、
若
云
大
悟
一
十
八
遍
、
依
古
以
来
未
之
嘗
有
。
豈
聞
桃
撃
竹
一
悟
、

俟
更
悟
耶
」。（『
雲
渓
俍
亭
挺
禅
師
語
録
』
巻
六
・
問
答
・C132-6a

）

こ
こ
で
も
『
竹
窓
随
筆
』
同
様
、
十
八
遍
と
い
う
回
数
の
多
さ
が
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
二
句
の
典
拠
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
『
楊
慈
湖
集
』
で
あ
る
。
楊
慈
湖
と
は
、
楊
簡
（
一
一
四
一
～
一
二
二
六
）、
字
は
敬
仲
の
こ
と
。
慈
湖
は
そ
の

号
で
あ
る
。
宋
代
の
儒
学
者
で
あ
り
、
朱
子
と
対
立
し
た
陸
象
山
（
九
淵
・
一
一
三
九
～
一
一
九
二
九
）
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。

心
を
重
視
す
る
陸
象
山
の
「
心
が
そ
の
ま
ま
理
で
あ
る
（
心
即
理
）」（『
象
山
先
生
全
集
』
巻
一
一
・
与
李
宰
第
二
書
、
四
部
叢
刊
本
・10a

）
と

い
う
主
張
や
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
楊
慈
湖
の
「
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
道
で
あ
る
。
ど
う
し
て
他
に
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
か

（
此
心
即
道
、
奚
俟
他
求
）」（『
慈
湖
遺
書
』
巻
一
一
・
論
論
語
下
、
四
明
叢
書
本
・9b

）
と
い
っ
た
発
言
は
、
禅
に
お
け
る
「
即
心
是
仏
」（『
無
門
関
』

三
〇
、
岩
波
文
庫
本
・p.125

）
と
表
面
的
に
似
通
っ
て
お
り
、「
陸
九
淵
や
楊
簡
の
学
問
は
、
禅
宗
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
（
陸
九
淵
・

（
10
）
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楊
簡
之
学
、
流
入
禅
宗
）」（『
明
史
』
巻
二
八
二
「
何
瑭
」
伝
条
、
中
華
書
局
校
点
本
・p.7256

）
と
い
っ
た
批
判
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に

楊
慈
湖
は
、
自
ら
「
某わ

た
し

は
二
十
八
歳
で
覚さ

と

り
、
三
十
一
歳
で
さ
ら
に
覚さ

と

っ
た
（
某
二
十
有
八
而
覚
、
三
十
有
一
而
又
覚
）」（『
慈
湖
遺
書
』

巻
二
・
永
嘉
郡
治
更
堂
亭
名
記
・20b

）
と
述
べ
て
い
る
し
、「『
覚
』
や
『
悟
』
と
い
う
発
言
を
し
て
い
て
禅
宗
に
近
い
（
言
覚
言
悟
近
禅

宗
）」（
全
祖
望
『
句
餘
土
音
』
巻
中
・
楊
文
元
公
旧
里
、
全
祖
望
集
彙
校
集
注
本
・p.2394

）
と
指
摘
さ
れ
た
通
り
、「
悟
」
と
い
う
語
を
多
用
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
、
大
悟
小
悟
の
発
言
が
楊
慈
湖
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
存
す
る
『
慈
湖
遺
書
』
な
ど
の
著
述
類
に
、
大
悟
小
悟
の
二
句
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
慈
湖
に
は
逸
書

と
し
て
『
慈
谿
甲
稾
』
二
十
巻
な
ど
十
五
種
の
著
述
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
俍
亭
の
発
言
が
事
実
な
ら
、
恐
ら
く
そ
れ
ら
の
著
述

中
に
見
え
る
語
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
傍
証
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、俍
亭
と
同
時
代
の
儒
者
で
あ
る
李
顒
（
字
は

中
孚
、
号
は
二
曲
・
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）
に
、『
慈
湖
集
』
に
つ
い
て
説
明
し
た
、
次
の
様
な
発
言
が
あ
る
。

『
慈
湖
集
』　

慈
湖
こ
と
楊
敬
仲
の
学
問
は
、
ず
ば
り
と
心
宗
を
提
起
し
て
い
る
。「
大
悟
は
一
十
八
遍
、
小
悟
は
無
数

（
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
無
数
）」〔
と
さ
れ
て
お
り
〕、
宋
代
の
儒
者
の
中
で
、
傑
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
多
く
の
人
々

は
禅
に
近
い
と
批
判
し
て
い
る
が
、
先
生
の
学
問
は
、
本
当
に
禅
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
眼
の
人
は
自
分
で
見
分
け
て
も

ら
い
た
い
。

慈
湖
楊
敬
仲
之
学
、
直
挈
心
宗
。
大
悟
一
十
八
遍
、
小
悟
無
数
。
在
宋
儒
中
、
可
謂
傑
出
。
人
多
以
近
禅
訾
之
、
先
生
之
学
、

豈
真
禅
耶
。
明
眼
人
当
自
辨
之
。（『
李
二
曲
集
』
巻
七
・
体
用
全
学
、
漢
学
彙
編
断
句
本
・1b

）

も
と
よ
り
、
楊
慈
湖
自
身
、「
禅
の
や
か
ら
が
間
違
っ
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
は
滑
稽
だ
（
可
笑
禅
流
錯
用
心
）」（『
慈
湖
遺
書
』

巻
六
・
偶
作
、
四
明
叢
書
本
・14b

）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
儒
者
と
し
て
禅
と
距
離
を
置
い
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
少
し
時
代
は
下
る
が
全
祖
望
（
謝
山
・
一
七
〇
五
～
一
七
五
五
）
の
文
章
に
、「〔
楊
慈
湖
の
〕
諸
々
の
弟
子
た
ち
は
、
…

そ
の
師
（
＝
慈
湖
）
が
曾
て
『
大
悟
す
る
こ
と
幾
十
、
小
悟
す
る
こ
と
幾
十
で
あ
っ
た
』
と
言
っ
て
い
る
（
諸
弟
子
…
謂
其
師
嘗
大

（
11
）

（
12
）



19 18

悟
幾
十
、
小
悟
幾
十
）」（『
鮚
埼
亭
集
外
編
』
巻
一
六
・
城
南
書
院
記
、
四
部
叢
刊
本
・7b~8a

）
と
あ
る
か
ら
、
慈
湖
自
身
の
言
葉
で
は
な
く
、
門

下
の
発
言
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
も
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

お　

わ　

り　

に

「
悟
」
と
い
う
も
の
は
、
個
人
的
な
心
の
体
験
で
あ
り
、
客
観
的
な
価
値
基
準
を
設
け
、
そ
の
深
度
や
回
数
を
論
じ
る
こ
と

は
、
も
と
も
と
無
意
味
で
あ
る
し
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、「
悟
り
を
以
て
則規

準

と
為
す
（
以
悟
為
則
）」（『
潙
山
警
策
』Z59-191a

）
と
い
う
禅
門
に
お
い
て
は
、
釈
尊
の
悟
道
を
追
体
験
す

る
こ
と
が
究
極
の
目
的
と
さ
れ
て
お
り
、
悟
修
の
頓
漸
が
唐
代
・
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
な
ど
に

よ
っ
て
、
大
き
な
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
先
に
挙
げ
た
、
明
末
に
お
け
る
密
雲
と
潭
吉
と
の
「
一
悟
」
を
め
ぐ
る
論

争
も
、
そ
の
流
れ
の
上
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
修
行
と
そ
の
成
果
如
何
を
厳
し
く
検
証
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。し

か
し
、
大
悟
小
悟
の
二
句
に
お
い
て
は
、「
一
十
八
遍
」
と
い
う
、
類
を
見
な
い
多
く
の
悟
道
の
回
数
が
具
体
的
な
数
字

と
し
て
提
示
さ
れ
、
更
に
そ
の
言
葉
が
著
名
な
大
慧
宗
杲
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
た
め
、
禅
門
内
で
の
関
心
が
弥
が
上
に
も
煽
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

雲
棲
袾
宏
や
俍
亭
浄
挺
が
「
大
悟
一
十
八
遍
」
と
い
う
回
数
は
多
す
ぎ
る
と
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
実
際
の
修
行

に
お
い
て
十
八
遍
と
い
う
数
字
は
、
や
は
り
白
髪
三
千
丈
式
の
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
大
慧
の
参
歴
を
調
べ
れ
ば
分
か
る
こ
と
だ
が
、
彼
に
は
十
八
遍
ど
こ
ろ
か
、
複
数
回
の
悟
り
を
開
い
た
と
い
う
伝
記

資
料
さ
え
見
当
た
ら
な
い
。
大
慧
宗
杲
が
遷
化
し
た
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
の
直
後
に
撰
述
さ
れ
た
張
浚
（
一
〇
九
七
～
一
一
六



19 18

四
）
撰
「
大
慧
普
覚
禅
師
塔
銘
」（『
大
慧
禅
師
語
録
』
巻
六
付
録
、T

47-836b

）
や
、
遷
化
後
二
十
年
の
淳
煕
十
年
（
一
一
八
三
）
に
編
纂
さ

れ
た
祖
詠
編
『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
一
巻
（
Ｃ
４
所
収
）、
更
に
は
燈
史
類
の
記
述
に
も
、
大
慧
の
悟
道
は
圜
悟
下
で
の
一
度
だ

け
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
修
行
の
過
程
に
お
い
て
、「
悟
」
に
近
い
様
々
な
心
的
体
験
を
重
ね
る
こ
と

は
誰
し
も
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
仏
祖
と
等
し
い
境
地
に
至
り
得
た
と
自
ら
確
信
で
き
る
最
後
の
体
験
だ
け
が
「
悟
」
と
し

て
認
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
密
雲
円
悟
が
湛
然
円
澄
と
の
主
人
公
論
争
に
お
い
て
、高
峰
玄
妙
の
二
度
目
の
悟
り
だ
け
を
「
悟
」

と
し
て
認
め
た
の
も
同
じ
立
場
で
あ
る
。

宋
濂
の
「
壁
峰
金
公
碑
銘
」
以
来
、
大
慧
の
名
を
冠
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
た
大
悟
小
悟
の
二
句
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
明
代

最
末
期
の
密
雲
円
悟
以
後
、
儒
者
そ
れ
も
宋
代
の
楊
慈
湖
の
言
葉
だ
と
し
て
、
大
慧
と
の
関
係
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
大
慧
と
切
り
離
さ
れ
た
も
の
の
、「
古
人
道
（
古
人
道い

わ

く
）」
と
い
う
形
で
、
燈
史
類
に
記
載
さ
れ
続
け
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
二
句
は
大
慧
と
無
関
係
な
形
に
な
っ
て
も
、
残
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
の
中
峰
明
本
（
一
二
六
三
～
一
三
二
三
）
は
、
一
生
涯
、
自
分
は
悟
っ
て
い
な

い
と
「
未
悟
」
を
標
榜
し
た
が
、
そ
の
彼
は
、「
も
し
悟
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
悟
っ
た
処
に
坐じ

つ
と在
す
る
な
ら
ば
、
ど
こ

で
も
〔
そ
の
悟
り
に
〕
へ
ば
り
付
い
て
し
ま
い
、
大
い
な
る
解
脱
の
分資

格

は
な
い
の
だ
（
你
若
悟
了
、
更
只
坐
在
悟
処
、
一
切
処
粘
手

綴
脚
、
無
你
大
解
脱
分
）」（『
天
目
明
本
禅
師
雑
録
』
巻
二
・
示
海
東
空
上
人
・Z122-387d

）
と
述
べ
て
い
る
。
悟
り
の
回
数
の
多
寡
は
と
も
か
く
、

一
悟
に
安
座
し
、「
私
は
悟
っ
た
」
と
豪
語
す
る
増
長
慢
は
何
時
の
世
に
も
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
対
す
る
戒
め

の
言
葉
と
し
て
、
ま
た
、
生
涯
に
わ
た
る
弛
ま
ぬ
精
進
を
教
え
る
語
と
し
て
、
こ
の
二
句
は
捉
え
ら
れ
続
け
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
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注（
１
）『
竹
窓
随
筆
』
の
内
容
と
そ
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
監
修

『
竹
窓
随
筆
─
明
末
仏
教
の
風
景
─
』（
中
国
書
店
・
二
〇
〇
七
）
の
拙

稿
「
解
説
」（p.531~545

）
参
照
。

（
２
）
し
か
も
、『
古
庭
禅
師
語
録
輯
略
』
の
内
題
は
「
曹
渓
一
滴
巻
之
一 

古
庭
禅
師
語
録
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、『
曹
渓
一
滴
』
八
巻
の
巻
一

～
四
と
し
て
収
載
さ
れ
た
形
を
と
っ
て
い
る
。

（
３
）
陶
望
齢
（
一
五
六
二
～
一
六
〇
九
）
は
、
字
を
周
望
、
号
を
石
簣
、

諡
を
文
簡
と
い
う
。
浙
江
省
会
稽
の
人
。
万
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

の
会
試
第
一
、
殿
試
一
甲
第
三
と
し
て
、
翰
林
院
編
修
を
授
け
ら
れ
、

国
子
祭
酒
（
国
子
監
の
長
官
）
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
儒
教
で
は
周

汝
登
（
海
門
・
一
五
四
七
～
一
六
二
九
）
を
宗
と
し
て
お
り
、
陽
明
学

泰
州
学
派
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
万
暦
の
三
高
僧
の
う
ち
、
袾
宏

と
の
深
い
交
流
は
、「
答
会
稽
陶
石
簣
太
史
」（『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
巻

二
・C129-15b~17a

）
と
い
う
六
首
の
書
状
の
存
在
が
示
し
て
お
り
、

憨
山
徳
清
と
の
繋
が
り
は
「
与
周
海
門
観
察
（
第
二
書
）」（『
夢
遊
集
』

巻
一
六
・Z127-215c

）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
湛
然
円
澄
と

の
関
係
は
『
歇
庵
集
』
巻
一
四
「
湛
然
禅
師
像
賛
二
首
」（35a~b
）

に
、
密
雲
円
悟
と
の
関
係
は
『
密
雲
禅
師
語
録
』
巻
五
「
問
答
機
縁

上
」（C37-5b

）、
巻
一
一
「
別
石
簣
陶
太
史
〔
偈
〕」（C37-6b

）、
唐

元
竑
重
訂
『
天
童
密
雲
禅
師
年
譜
』
万
暦
三
十
六
年
～
四
十
四
年
条

（C37-16a~22a

）
に
見
え
て
い
る
。
著
述
と
し
て
現
存
す
る
も
の
に
、

『
歇
庵
集
』
十
六
巻
（
内
閣
文
庫
等
所
蔵
）、『
陶
文
簡
公
集
』
十
三
巻
・

『
陶
文
簡
公
館
課
』
二
巻
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
が
あ
る
。
そ
の
伝
は
、

『
明
史
』
巻
二
一
六
（
中
華
書
局
校
点
本
・p.5712

）、『
明
儒
学
案
』

巻
三
六
（
中
華
書
局
・
一
九
八
五
、p.869

）、『
居
士
伝
』
巻
四
四
「
陶

周
望
」
条
（Z149-477a

）
に
見
え
る
。
ま
た
『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』

（p.563

）
参
照
。

（
４
）『
仏
祖
綱
目
』
巻
一
に
宋
濂
の
「
伝
法
正
宗
記
序
」（Z146-186a

）

と
「
釈
氏
護
教
編
後
記
」（Z146-186c

）
が
付
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

宝
金
の
記
事
も
宋
濂
の
「
碑
銘
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
５
）
査
継
佐
は
在
家
の
史
学
家
で
あ
る
。『
罪
惟
録
』
百
二
巻
は
原
名
を

『
明
書
』
と
い
う
。
明
の
紀
伝
体
史
書
で
あ
り
、
清
朝
批
判
を
含
ん
で

い
た
た
め
、
民
国
二
十
年
（
一
九
三
一
）
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。

（
６
）
正
式
名
称
は
『
重
訂
憨
山
禅
師
八
十
八
祖
道
影
伝
賛
』。
四
巻
本
で
、

憨
山
徳
清
述
、
高
承
埏
補
と
な
っ
て
い
る
。
巻
頭
に
付
さ
れ
た
康
煕
九

年
（
一
六
七
〇
）
徐
芳
撰
「
重
編
八
十
八
祖
道
影
伝
賛
序
」
に
拠
れ

ば
、
金
陵
大
内
の
祖
堂
に
あ
っ
た
八
十
八
祖
の
道
影
を
、
万
暦
十
二
年

（
一
五
八
四
）
に
紫
栢
真
可
が
画
工
の
丁
南
羽
に
臨
写
さ
せ
て
諸
方
に

散
置
し
、
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）、
憨
山
徳
清
が
伝
賛
を
加
え

た
。
そ
の
後
、
崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
に
、
嘉
禾
の
銭
仙
が
版
行
し

よ
う
と
す
る
が
、
伝
賛
の
文
が
七
十
七
祖
分
し
か
な
く
、
十
一
祖
分
が

欠
け
て
い
た
た
め
、
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）、
檇
李
の
高
承
埏
が

十
一
篇
を
補
い
、
更
に
雲
棲
・
紫
柏
・
憨
山
の
三
大
師
の
伝
賛
も
増
益

し
て
刊
行
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
明
末
鼎
革
の
混
乱
に
よ
っ
て
中

止
さ
れ
、
結
局
、
康
煕
九
年
（
一
六
七
〇
）
の
序
を
冠
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
る
。「
重
編
」
本
で
あ
り
、
所
収
の
「
金
碧
峰
禅
師
伝
」
も
変
更
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が
加
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
高
承
埏
の
補
篇
部
分
は
、
各

伝
の
題
名
の
下
に
「
補
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、「
金
碧
峰
禅
師
伝
」

に
は
「
補
」
の
字
が
付
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
少
な
く
と
も
補
篇
と
し

て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
憨
山
撰
述
の
原
型
を
伝
え
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
明
末
に
お
け
る
主
人
公
論
争
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
末
に
於
け
る

『
主
人
公
』
論
争
─
密
雲
円
悟
の
臨
済
禅
の
性
格
を
巡
っ
て
─
」（『
九

州
大
学
哲
学
年
報
』
四
五 
・
一
九
八
六
）
参
照
。

（
８
）
密
雲
と
大
慧
・
虎
丘
派
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
末
に
お
け

る
大
慧
派
出
現
の
意
味
─
蜀
の
吹
万
広
真
─
」（『
哲
学
資
源
と
し
て
の

中
国
思
想　

吉
田
公
平
先
生
退
休
記
念
論
集
』
所
収
、
研
文
出
版
・
二

〇
一
三
）
の
「
四
、
朝
宗
通
忍
と
の
関
わ
り
…
大
慧
・
虎
丘
の
正
伝
・

旁
出
論
争
」
を
参
照
。

（
９
）
陸
麗
京
（
一
六
一
四
～
？
）、
諱
は
圻
、
号
は
講
山
。
麗
京
は
字
で

あ
る
。
仁
和
（
杭
州
銭
塘
）
の
人
。
清
初
の
詩
人
で
「
西
泠
十
子
」
の

一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
伝
は
、『
清
史
稿
』
巻
四
八
四
「
列
伝

二
七
一
・
文
苑
一
」（
中
華
書
局
校
点
本
・p.13353

）、『
清
史
列
伝
』

巻
七
〇
「
文
苑
伝
一
」（
中
華
書
局
校
点
本
・p.5684

）、『
国
朝
耆
献

類
徴
初
編
』
巻
四
七
五
「
隠
逸
一
五
」（52a

）、『
小
腆
紀
伝
』
巻
五
八

「
列
伝
五
一
・
逸
民
」（
校
点
本
・p.652

）、『
清
詩
紀
事
』
一
「
明
遺

民
巻
」（
江
蘇
古
籍
出
版
社
校
点
本
・p.537

）、『
明
代
千
遺
民
詩
詠
初

編
』
巻
八
（5b

）
な
ど
に
見
え
る
。

（
10
）
楊
簡
（
慈
湖
）
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
張
寿
鏞
編
『
慈
湖
先
生
年

譜
』
二
巻
（『
四
明
叢
書
』
第
四
集
所
収
）
が
あ
り
、
ま
た
『
宋
史
』

巻
四
〇
七
「
列
伝
第
一
六
六
」（
中
華
書
局
校
点
本
・p.12289

）、『
宋

元
学
案
』
巻
七
四
「
慈
湖
学
案
」（
中
華
書
局
校
点
本
・p.2466

）
に

立
伝
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代

儒
学
思
想
の
研
究
』
第
二
編
第
一
章
第
四
節
「
陸
門
」
の
「
楊
慈
湖
」

条
（
広
池
学
園
事
業
部
・
一
九
六
二
、p.374~388

）、
荒
木
見
悟
「
陳

北
渓
と
楊
慈
湖
」（『
哲
学
〔
広
島
大
学
〕』
第
六
輯
・
一
九
五
六
）、
島

田
虔
次
「
楊
慈
湖
」（『
東
洋
史
研
究
』
二
四
巻
四
号
・
一
九
六
六
、
後

に
『
中
国
思
想
史
の
研
究
』
京
都
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
二
に
収
載
）、

牛
尾
弘
孝
「
楊
慈
湖
の
思
想
─
そ
の
心
学
の
性
格
に
つ
い
て
」（『
中
国

哲
学
論
集
』
第
一
巻
・
一
九
七
五
）、
荒
木
見
悟
「
楊
慈
湖
論
」（『
東

洋
古
典
学
研
究
』
第
二
二
集
・
二
〇
〇
六
）
な
ど
を
参
照
。

（
11
）
楊
慈
湖
の
著
述
と
し
て
は
、『
慈
湖
遺
書
』
十
八
巻
・『
続
集
』
二

巻
・『
補
編
』
一
巻
（『
四
明
叢
書
』
第
四
集
・『
四
庫
全
書
』
所
収
）、

『
楊
氏
易
伝
』
二
十
巻
（『
四
明
叢
書
』
第
一
集
・『
四
庫
全
書
』
所
収
）、

『
五
誥
解
』
四
巻
（『
四
庫
全
書
』
所
収
）、『
慈
湖
詩
伝
』
二
十
巻
（『
四

明
叢
書
』
第
三
集
・『
四
庫
全
書
』
所
収
）、『
先
聖
大
訓
』
六
巻
（『
四

明
叢
書
』
第
三
集
・『
四
庫
全
書
』
所
収
）
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の

他
、『
慈
湖
著
述
攷
』
の
「
未
見
各
書
」（『
四
明
叢
書
』
第
四
集
所
収

本
・11b~14a

）
に
は
、『
慈
谿
甲
稾
』
二
十
巻
・『
乙
稾
』（
巻
数
不

明
）、『
春
秋
解
』
十
巻
、『
古
文
孝
経
解
』
一
巻
、『
曾
子
注
』
二
巻
な

ど
、
十
五
種
類
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）
李
顒
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
『
李
二
曲
』（
明
徳
出
版
社
・
シ

リ
ー
ズ
陽
明
学
12
・
一
九
八
九
）
の
「
解
説
」
に
詳
し
い
。




